
 

市議会だより市議会だより
きたかみきたかみ

第１２９号
令和５年４月 28 日

◆ 令和５年度予算　----------------------ｐ.４

◆ 令和５年度の財政見通し

　 　　　　　　普通交付税不交付団体に　--ｐ.６

◆ 代　表　質　問　----------------------ｐ.７

◆ 一　般　質　問　----------------------ｐ.10

◆ 傍聴した専修大学北上高等学校の

　　 　　　　　　　生徒へインタビュー　--ｐ.13

◆ ユーチューブライブ配信始まりました　--ｐ.14

「マチイロ」や「ホームページ」で
議会だよりを掲載しています

「
マ
チ
イ
ロ
」

　議会だより【デジタル版】

を無料アプリ「マチイロ」や

「ホームページ」で掲載してい

ます。

　【デジタル版】なら自宅に届

くよりも３週間ほど早くご覧

いただくことができます。

　 今号の表紙では

 黒沢尻工業高等学校を紹介します。

高校紹介高校紹介
シリーズシリーズ
No.No. ４４

見頃となった桜と、 黒工のシンボルである望
ぼ う ろ う

楼に出迎えられながら、 生徒が登校してきます。

３月通常会議３月通常会議

特別職職員の給与に係る条例など２つの条例に対して賛否分かれる　ｐ.２特別職職員の給与に係る条例など２つの条例に対して賛否分かれる　ｐ.２

「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」

（写真提供：黒沢尻工業高等学校）



きたかみ市議会だより　第 129 号（令和５年４月 28 日）　　2

ユーチューブ
「３月通常会議」

特
別
職
職
員
の
給
与
に
係
る
条
例
な
ど

　

２
つ
の
条
例
に
対
し
て

　

賛
否
分
か
れ
る
!!

条例

北
上
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
の
基
準
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

北
上
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
置
及
び
運
営
の
基
準
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
が
定
め
る
児
童
福
祉
施
設
等

に
係
る
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
安
全

計
画
の
策
定
な
ど
を
事
業
者
に
義

務
付
け
る
他
、
送
迎
用
自
動
車
を

運
行
す
る
場
合
の
児
童
の
所
在
確

認
の
義
務
化
な
ど
所
要
の
改
正
を

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

北
上
市
立
博
物
館
条
例
及
び
北
上

市
立
鬼
の
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

博
物
館
と
鬼
の
館
の
設
置
目
的

の
根
拠
と
し
て
い
る
博
物
館
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

改
め
て
設
置
の
目
的
を
定
め
る
他
、

所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

北
上
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に

準
拠
し
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
額
を
現
行
の
40
万
８
０
０
０
円

か
ら
48
万
８
０
０
０
円
に
引
き
上

げ
よ
う
と
す
る
も
の
。
産
科
医
療

補
償
掛
金
と
あ
わ
せ
て
、
出
産
育

児
一
時
金
の
総
支
給
額
は
50
万
円

と
な
る
。

北
上
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

基
準
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
低
炭
素
建
築
物
新
築

等
計
画
の
認
定
申
請
に
新
た
な
区

分
を
追
加
し
て
手
数
料
を
改
め
る

他
、
所
要
の
整
備
を
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

北
上
市
牧
野
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

稲
瀬
牧
野
を
廃
止
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

　

以
上
６
件
の
条
例
が
提
案
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

北
上
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並

び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
の
給

料
月
額
を
、
行
財
政
改
革
緊
急
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
５
％
引
き
下
げ

た
平
成
16
年
度
以
前
の
水
準
に
戻

そ
う
と
す
る
も
の
。
施
行
日
は
令

和
５
年
４
月
１
日
。

Ｑ　

 

さ
ら
に
引
き
上
げ
る
検
討
は

な
か
っ
た
か
。

Ａ　

 

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
お

い
て
、
さ
ら
に
引
き
上
げ
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と

の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
引
き

下
げ
前
に
戻
す
と
の
判
断
と

な
っ
た
。

【
反
対
討
論
】

　
　
　
　
　

太
田　

洋
市　

議
員

　

現
市
長
在
職
中
の
４
月
１
日
施

行
は
退
職
金
な
ど
が
多
額
に
な
り
、

市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

【
賛
成
討
論
】

　
　
　
　
　

小
原　

敏
道　

議
員

　

給
与
は
平
成
16
年
度
か
ら
の
削

減
を
戻
す
も
の
。
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
か
ら
の
付
帯
意
見
も
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

北
上
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

新
た
に
設
置
す
る
技
監
に
つ
い

て
、
部
長
級
と
し
て
等
級
別
基
準

職
務
表
に
規
定
し
よ
う
と
す
る
も

の
。
施
行
日
は
令
和
５
年
４
月
１

日
。

Ｑ　

 

技
監
設
置
を
部
長
級
と
す
る

理
由
は
。

Ａ　

 

全
体
の
業
務
を
調
整
し
技
術

的
な
助
言
や
指
導
が
図
ら
れ

る
。
部
を
超
え
て
業
務
調
整

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る

た
め
。

【
反
対
討
論
】

　
　
　
　
　
　

三
宅　

靖　

議
員

　

技
監
を
部
長
級
と
す
る
必
要
性

が
な
く
、
位
置
づ
け
な
ど
の
検
討

が
不
十
分
。

【
賛
成
討
論
】

　
　
　
　
　

熊
谷　

浩
紀　

議
員

　

技
監
を
部
長
級
と
し
て
設
置
す

る
こ
と
で
、
業
務
を
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
ら
れ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

　

他
、
６
件
の
条
例
が
提
案
さ
れ
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

第２８４回

３月
通常会議

鬼の館
エントランス風景

注目

注目

賛
否
の
内
訳
は
５
ペ
ー
ジ
へ

賛
否
の
内
訳
は
５
ペ
ー
ジ
へ

賛
否
の
内
訳
は
５
ペ
ー
ジ
へ

賛
否
の
内
訳
は
５
ペ
ー
ジ
へ
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令
和
４
年
度
北
上
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
11
号
）

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業

（
５
９
２
３
万
９
０
０
０
円
）

　

全
て
の
妊
婦
・
子
育
て
家
庭
が

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
経
済

的
支
援
と
し
て
妊
娠
届
出
後
と
出

生
届
出
後
に
各
５
万
円
を
支
給
す

る
も
の
。

小
規
模
企
業
者
家
賃
等
支
援
事
業

（
６
５
１
６
万
８
０
０
０
円
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
、
売
上
高
が
減
少

し
た
市
内
事
業
者
の
経
営
継
続
を

支
援
す
る
た
め
家
賃
な
ど
を
補
助

す
る
も
の
。

第
２
子
以
降
の
３
歳
未
満
児
の

　

保
育
料
無
償
化
と

　

在
宅
育
児
世
帯
向
け
支
援

令
和
５
年
度
北
上
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

施
設
型
給
付
費
等
負
担
金

（
２
６
４
９
万
９
０
０
０
円
）

地
域
型
給
付
費
等
負
担
金

（
２
２
１
３
万
６
０
０
０
円
）

　

保
育
所
（
公
私
）
の
他
、
認
定

こ
ど
も
園
、
地
域
型
保
育
事
業
所

を
利
用
す
る
園
児
に
つ
い
て
、
第

２
子
以
降
の
３
歳
未
満
児
の
保
育

料
を
無
償
と
す
る
も
の
。

認
可
外
保
育
施
設
利
用
費
補
助
金

（
１
８
０
６
万
円
）

　

認
可
外
保
育
施
設
の
利
用
者
に

対
し
て
、
第
２
子
以
降
の
３
歳
未

満
児
の
利
用
料
を
補
助
す
る
も
の
。

在
宅
育
児
支
援
給
付
金
給
付
事
業

（
１
７
８
８
万
円
）

　

第
２
子
以
降
の
３
歳
未
満
児
に

つ
い
て
、
保
育
所
な
ど
を
利
用
せ

ず
育
児
し
、
か
つ
育
児
休
業
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
家
庭
に
対
し

て
、
月
額
1
万
円
を
支
給
す
る
も

の
。

北
上
市
民
柔
剣
道
場
等
新
築
事
業

（
２
億
９
９
０
０
万
円
）

　

北
上
市
民
柔
剣
道
場
な
ど
の
解

体
工
事
に
か
か
る
事
業
者
へ
の
負

担
金
。

通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド

関
連
事
務

（
６
６
２
万
３
０
０
０
円
）

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
期
限

前
に
、
市
民
が
カ
ー
ド
を
受
け
取

れ
る
よ
う
交
付
体
制
を
強
化
す
る

も
の
。

令
和
４
年
度
北
上
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
12
号
）
（
第
13
号
）

二
次
救
急
医
療
提
供
体
制
確
保
支

援
金
（
２
２
６
５
万
円
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
二
次
救
急

医
療
提
供
体
制
の
維
持
、
さ
ら
に

は
市
民
へ
の
適
正
な
医
療
提
供
体

制
の
確
保
を
目
的
と
し
、
そ
の
中

核
を
担
う
北
上
済
生
会
病
院
に
対

す
る
補
助
金
。

飯
豊
中
学
校
長
寿
命
化
改
良
事
業

（
５
億
３
７
１
万
円
）

　

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
た
、

校
舎
の
長
寿
命
化
な
ど
に
か
か
る

工
事
費
。

道
路
除
排
雪
事
業

（
２
億
６
０
０
０
万
円
）

　

道
路
除
排
雪
の
委
託
料
の
増
加

に
伴
う
も
の
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業

（
５
３
８
万
２
０
０
０
円
減
額
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
者

数
が
、
見
込
み
を
下
回
る
こ
と
に

よ
り
減
額
す
る
も
の
。

　

提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予

算
は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

妊
婦
・
子
育
て
家
庭
へ　
　
　
　

５
万
円
を
給
付

ユーチューブ
「１月臨時会議」

第２８３回

１月
臨時会議

公
共
交
通
人
材
確
保
支
援
事
業
補

助
金
（
１
５
０
万
円
）

　

交
通
事
業
者
の
安
定
し
た
運
行

の
継
続
と
、
公
共
交
通
の
維
持
を

図
る
た
め
、
交
通
事
業
者(

タ
ク

シ
ー
事
業
者)

の
人
材
確
保
の
支

援
と
し
て
、
人
材
確
保
の
取
り
組

み(

二
種
免
許
取
得
支
援)

を
実

施
す
る
交
通
事
業
者
に
対
し
て
補

助
す
る
も
の
。

　

提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予

算
は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

補 正
予算

飯豊中学校の校舎

Pick up 第２子以降の３歳未満児の保育料無償化などに対応するための補正予算



きたかみ市議会だより　第 129 号（令和５年４月 28 日）　　4

　一般会計の審査では、歳入について、

令和５年度に北上市が普通交付税不交付

団体に見込まれることによる財源の確保、

農業所得の減少に係る減収見込み、道路

整備の今後の予定などに関しての議論が

項目 収入 支出

収益的収支 29億4,658万円 28億7,924万円

資本的収支 37億4,209万円 47億9,902万円

特別会計名 歳入歳出

国民健康保険 72億  900万円

後期高齢者医療 17億2,600万円

介護保険 84億6,700万円

工業団地事業 21億2,600万円

駐車場事業 9,407万円

宅地造成事業 1,961万円

電気事業 １億9,100万円

合　計 198億3,268万円

令 和

５年度
予　算

一般会計 予算総額　４１８億円
※表示単位未満四捨五入のため、合計が一致しない場合があります。

特別会計 下水道事業会計

これまでの積極的な企

業誘致の成果により、

税収が大幅に増額とな

る見込みです。
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80
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20

40

60

80

100歳入 歳出

【市税】　49.1％
（市民の皆さんや市内の

 事業所が納める税金）

205億1,447万円

【国・県支出金】　22.8％
（国や県が必要だと認めた

事業に配分されるお金）

94億9,869万円

【市債】　5.1％
（借金）

21億2,700万円

【地方交付税】　4.2％
（国から配分されるお金）

17億7,362万円
※普通交付税は０円で

 見込まれています。

その他　18.8％

78億8,623万円

【民生費】　32.7％

（保育園の運営、生活保護、
高齢者や障がい者の支援）

136億6,177万円 

【総務費】　14.0％
（地域づくりの支援など）

58億7,018万円

【教育費】　12.5％
（学校の整備、運営）52億3,020万円

【土木費】　10.2％
（道路や公園の整備）42億4,442万円

【公債費】　9.0％
（借金の返済）37億5,392万円

その他　21.6％

90億3,951万円

ありました。

　歳出では、物価高騰対策、地域づくり、子育て支援、

そして、中小企業支援策などについて活発な議論があ

りました。

　特別会計の審査では、国民健康保険税と後期高齢者

医療保険の負担軽減を求める議論などがありました。

活
発
な
予
算
審
査
が
さ
れ
ま
し
た
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賛否 北政会 新清会 北新ネット
北上まほろば

クラブ
日本共産党
北上市議団 無会派

賛　
　

成

反　
　

対

藤
田　

民
生

太
田　

洋
市

高
橋　

晃
大

佐
藤　

惠
子

高
橋　

孝
二

居
駒　
　

勉

藤
原　

常
雄

菊
池　
　

勝

昆
野　

将
之

藤
本　

金
樹

小
田
島
德
幸

阿
部
眞
希
男

武
田　
　

勝

小
原　

敏
道

平
野　

明
紀

三
宅　
　

靖

梅
木　
　

忍

髙
橋
久
美
子

安
德
壽
美
子

鈴
木
健
二
郎

司
東　

道
雄

熊
谷　

浩
紀

小
原　

享
子

星　
　

敦
子

議案第 94 号 22 ２ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 95 号 17 ７ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ●

議案第 83 号 20 ４ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○

議案第 84 号 20 ４ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○

賛成討論

　一般会計予算、７つの特別会計予算など全ての予

算に賛成　　　　　　　　　　　　居駒　勉　議員

　予算案は、物価高で影響を受ける市民生活へさま

ざまな対応をし、社会の動向や行政へのニーズを的

確に捉え、効果的かつ効率的な経営資源の配分に努

めており、新しい総合計画に掲げるまちづくりを推

進していこうとするもの。経済基盤の確立と市民福

祉の向上に向けた取り組みが展開されることを期待

する。

反対討論

　一般会計予算、国民健康保険特別会計予算に反対

髙橋　久美子　議員

　コロナ禍の影響と物価高騰から市民の命とくらし

をどう守るかが重要。農業従事者の所得減少が見込

まれ、中小企業などの事業継続が困難な中、緊急に

市民の負担軽減、医療・福祉・子育て支援の拡充が

必要だが、改善するには不十分な予算案である。

　国民健康保険税は、少子化対策・子育て支援の重

要施策と位置づけ、子どもの均等割を廃止すべき。

　採決の結果、一般会計、国民健康保険特別会計の２件の予算案を賛成多数で、他７件

の予算案を全会一致で可決しました。また、次のとおり、令和５年度北上市一般会計予

算に対する付帯決議案を提出し、全会一致で可決しました。

採決の　結果　は？

　３月24日に行われた本会議において、２人の議員が令和５年度予算案について賛成・反対の

賛同を求めて討論を行いました。

【第 284 回３月通常会議議決結果】　賛否の分かれたもの（賛成〇反対●）

議案番号 案件名

議案第 94 号 北上市特別職の職員の給与旅費及び費用弁償条例の一部を改正する条例（→詳細はＰ２参照）

議案第 95 号 北上市一般職の職員の給与条例の一部を改正する条例（→詳細はＰ２参照）

議案第 83 号 令和５年度北上市一般会計予算

議案第 84 号 令和５年度北上市国民健康保険特別会計予算

【付帯決議】

　当該計画地域が浸水想定区域であるにも拘わらず、それに関してのハザードマップ上の資料提供が不十分

であることなどを理由に、学区内６自治組織の長連名による要望書が提出された。当市議会では、事実関係

を確認するために市当局から説明を受けこれまでの経過等を確認したが、今後においても次のとおり市民の

不安の解消と丁寧な説明を求めるものである。

　１　北上市洪水・土砂災害ハザードマップの正しい理解促進に努めること。

　２　 事業に関する情報提供を十分に行うとともに、住民、ＰＴＡ等関係者との対話を大切にし理解を得な

がら進めること。

統合北上中学校建設に対する議会からの付帯決議（＊）

＊
付
帯
決
議
…
議
案
を
可
決
す
る
際
、
議
会
と
し
て
の
意
思
（
意
見
や
要
望
）
を
表
明
す
る
決
議
。

法
的
な
拘
束
力
は
な
い
が
、
市
当
局
は
付
帯
決
議
を
尊
重
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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　北上市は、令和５年度に国からの普通交付税の交付を

受けない「不交付団体」となる見通しとなりました。主

な要因は、これまでの積極的な企業誘致により、償却資

産に係る固定資産税を中心に税収の大幅な増額が見込ま

れるためです。

　今後も税収が継続的に増額する場合には、より自主的

なまちづくりへの財源活用が可能となります。

　令和４年度の不交付団体

（追加交付後）は、

全国約 1,700自治体のう

ち、東京都と 66 市町村の

わずか 67 団体だけ！

　北上市民弓道場の建て替えに伴い、代替施設と

して４月から駅前の旧クレヨンタワー４階に開設

し、市が管理運営を行うもの。

Ｑ　利用する場合の申請方法は。

Ａ　 おでんせプラザぐろーぶ３階にあるスポーツ

推進課で申請および利用料の支払いを済ま

せ、利用していただく。

　858 万円 　1,302 万 3 千円

　太陽光発電設備と蓄電システムの併用設置に対

して補助する内容に改正するもの。

Ｑ　併用設置を補助対象とした意図は。

Ａ　 蓄電システムについても、さらに普及促進を

図るためであり、市民ニーズも高い。

2,091 万 5 千円

弓道場施設管理事業 学校体育施設開放事業

住宅用おひさまパワー活用

設備設置費補助金

　ＩＣＴを活用し施設の空き状況などの情報を管

理、発信する仕組みを構築し、介護事業者・行政

双方の負担軽減や業務効率化を図るもの。

介護情報集約化による情報

発信体制整備事業

　令和４年度の実証実験の課題について、関係機

関と検討する会議を開催するもの。

Ｑ　 会議の開催回数とメンバーは。

Ａ　 ４回の開催を予定。メンバーは市を含め北上

済生会病院 ･ 北上医師会 ･ 北上薬剤師会で、

令和４年度と同じ事業者への委託を予定して

いる。

　185 万 8 千円

モバイルクリニック推進事業

　市内小中学校の学校体育施設開放に係る事業で

あり、主な経費として、光熱水費や施設管理業務

委託、電気工作物保安管理業務委託料などがある。

Ｑ　 新たに開校する東桜小学校の体育館の開放は

行うのか。開放する場合、近隣中学校が部活

動で利用できるように開放時間を早めること

はできないか。

Ａ　 東桜小学校の体育館は４月から開放する予定

である。平日の午後６時前に部活動で利用す

ることについて、教育委員会と検討している。

　608 万 3 千円

令和５年度の　注目　事業は？

駅
前
の
旧
ク
レ
ヨ
ン
タ
ワ
ー

◀

令和５年度の財政見通し 普通交付税不交付団体普通交付税不交付団体  にに
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安
定
的
な
財
政
運
営
の
市
税

収
入
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
は

Ｑ　

 

市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
し
て
安
定
的
に
行

う
た
め
に
は
、
市
税
収

入
が
安
定
的
に
見
込
ま

れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
市
税
収
入
額
の
ボ
ー

ダ
ー
ラ
イ
ン
の
見
込
み

は
。

Ａ　

 

令
和
５
年
度
当
初
予
算

の
市
税
約
２
０
０
億
円

を
目
安
に
、
今
後
継
続

し
て
分
析
し
て
い
く
。

令
和
６
年
度
以
降
の
税

収
は
、
増
減
を
繰
り
返

す
見
込
み
で
あ
り
、
普

通
交
付
税
が
交
付
さ
れ

る
年
度
も
生
じ
る
も
の

と
考
え
る
。

子
育
て
支
援
策
の
取
り
組
み

はＱ　

 

乳
幼
児
医
療
費
の
完
全

無
償
化
に
よ
る
利
用
実

績
は
。

Ａ　

 

令
和
５
年
１
月
末
時
点

の
利
用
者
数
は
、

　
　

０
歳
が
４
１
５
人
、

　
　

１
歳
が
５
５
０
人
、

　
　

２
歳
が
５
７
０
人
、

　
　

３
歳
が
６
４
９
人
、

　
　

４
歳
が
６
４
９
人
、

　
　

５
歳
が
６
９
４
人
、

　
　

６
歳
が
７
４
３
人
で
合

　
　

計
４
２
７
０
人
で
あ
る
。

Ｑ　

 

新
た
な
子
育
て
支
援
策

は
検
討
し
て
い
る
か
。

Ａ　

 

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
に

伴
い
、
拡
充
が
見
込
ま

れ
る
国
の
子
育
て
支
援

策
を
注
視
し
、
必
要
に

応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

人
材
確
保
対
策
と
住
民
登
録

推
進
は

Ｑ　

 

就
労
者
の
人
材
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

Ａ　

 

北
上
雇
用
対
策
協
議
会

の
人
材
確
保
推
進
員
を

１
人
増
員
し
、
市
内
外

の
高
校
や
大
学
を
訪
問

し
て
企
業
情
報
を
提
供

す
る
他
、
学
校
と
企
業

の
連
携
構
築
を
図
る
支

援
を
強
化
し
て
い
る
。

Ｑ　

 

人
材
派
遣
会
社
に
対
す

る
住
民
登
録
推
進
は
。

Ａ　

 

市
内
に
お
い
て
も
人
材

派
遣
会
社
は
30
～
40
社

確
認
し
て
い
る
。
人
材

派
遣
会
社
と
情
報
交
換

を
す
る
中
で
、
住
民
登

録
を
し
て
も
ら
う
よ
う

周
知
に
努
め
て
い
く
。

その他所属議員

藤
ふじた

田 民
たみお

生 議員

太
おおた

田 洋
よういち

市 議員

佐
さとう

藤 惠
けいこ

子 議員

代表質問者

高
たかはし

橋 晃
あきひろ

大 議員

北政会

ユーチューブ▷
「北政会」

　北上観光コンベンション協会、観光物産館を「お

でんせプラザぐろーぶ」から北上駅東口の「さくら

ポートホテル」１階へ移転する費用を補助するもの。

移転することにより、お土産を購入しやすくなるな

ど利用者の利便性が高まる。また、新しい広場での

　2,100 万円

北上観光コンベンション協会

移転事業費補助金

　主食用米を作付けしていた水田で、加工用米

や新市場開拓用米、園芸作物（野菜）に作付転

換した農業者に対し、10ａ当たり２万円を交付

するもの。期間は３年間。面積は、継続分約

100haと新規分40haと積算している。

2,803 万円 7千円

主食用米作付転換支援事業

協会主体イベント

が実施しやすくな

るなどの効果が期

待できる。

北上駅東口に完成予定 ▶

のさくらポートホテル

関連質問者

高
たかはし

橋 孝
こうじ

二 議員

代表質問 ～市長・教育長の考えを問う～

　代表質問とは

　新年度当初予算を審議する会議（３月通常会議）および市長が就任して初めての会議において、

会派の代表者が、市政や市の教育方針について質問をします。また、会派に所属する議員が、関

連する事項について質問をします。
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保
健
・
子
育
て
支
援
複
合
施

設
「
ｈ
ｏ
Ｋ
ｋ
ｏ
」
を
拠
点

と
し
た
発
達
支
援
体
制
と
は

Ｑ　

そ
の
し
く
み
づ
く
り
は
。

Ａ　

 

令
和
５
年
度
か
ら
は
、

こ
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー

が
主
体
と
な
り
、
民
間

の
児
童
発
達
支
援
事
業

所
な
ど
と
連
携
し
、
希

望
者
を
円
滑
に
療
育
に

つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
稼

働
さ
せ
る
。
民
間
の
施

設
を
利
用
し
た
際
は
、

こ
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
た
と
き
と
同

様
に
金
銭
的
な
負
担
を

な
く
す
よ
う
助
成
す
る
。

成
人
歯
科
検
診
の
対
象
年
齢

の
拡
大
と
は

Ｑ　

 

内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

Ａ　
 

令
和
５
年
度
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
40
歳
の
他
、

新
た
に
50
歳
、
60
歳
、

70
歳
と
な
る
市
民
を
対

象
に
加
え
る
。
４
月
下

旬
ま
で
に
対
象
者
へ
受

診
券
の
通
知
書
を
発
送
。

検
診
の
実
施
期
間
は
５

月
１
日
か
ら
11
月
30
日

ま
で
を
予
定
。

幼
児
教
育
の
振
興
と
就
学
へ

の
滑
ら
か
な
移
行
と
は

Ｑ　

 

幼
児
教
育
振
興
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
見
直
し
に
係
る

改
善
点
は
。

Ａ　

 

こ
れ
ま
で
活
用
し
て
き

た
幼
児
教
育
振
興
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
、
平
成
30
年

に
定
め
た
幼
稚
園
教
育

要
領
の
考
え
方
を
組
み

入
れ
て
改
善
を
図
り
な

が
ら
、
当
市
に
お
け
る

幼
保
小
の
「
架
け
橋
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
位

置
づ
け
た
い
。

Ｑ　

 

関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
を
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
。

Ａ　

 

幼
稚
園
、
保
育
園
、
小

学
校
な
ど
の
関
係
者
で

構
成
す
る
幼
保
小
等
連

絡
会
議
に
お
い
て
、
幼

児
教
育
振
興
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
共
有
し
、
連
携
し

た
取
り
組
み
の
実
践
に

よ
り
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
（
＊
）
を
回
す
こ
と

で
、
目
指
す
子
ど
も
の

姿
を
共
有
し
な
が
ら
教

育
お
よ
び
保
育
を
進
め

る
。

その他所属議員

居
いこま

駒 勉
つとむ

 議員

藤
ふじわら

原 常
つねお

雄 議員

昆
こんの

野 将
まさゆき

之 議員

藤
ふじわら

本 金
きんじゅ

樹 議員

普
通
交
付
税
不
交
付
の
見
込

み
は

Ｑ　

要
因
、
課
題
は
。

Ａ　

 

市
内
企
業
に
お
い
て
機

械
装
置
な
ど
の
新
規
投

資
が
あ
り
、
固
定
資
産

税
の
大
幅
な
増
収
に

よ
っ
て
不
交
付
団
体
と

な
る
見
通
し
。
令
和
６

年
度
以
降
は
安
定
的
な

増
収
を
見
込
む
状
況
に

な
く
、
交
付
さ
れ
る
年

度
も
生
じ
る
。
税
収
が

減
収
と
な
る
と
財
政
の

硬
直
化
の
恐
れ
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
慎
重

な
財
政
運
営
が
必
要
と

な
る
。

あ
じ
さ
い
都
市
推
進
は

Ｑ　

進
捗

ち
ょ
く

と
現
状
は
。

Ａ　

 

あ
じ
さ
い
都
市
実
現
の

目
標
年
次
は
２
０
４
０

年
で
、
戦
略
的
施
策
を

進
め
順
調
に
推
移
し
て

い
る
。
人
口
減
少
地
域

に
お
い
て
、
定
住
化
推

進
、
人
口
流
出
抑
制
を

図
り
、
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
、
拠
点
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。
都
市

拠
点
再
生
は
、
地
元
地

権
者
に
再
開
発
事
業
勉

強
会
を
開
催
す
る
な
ど

専
門
家
と
共
に
サ
ポ
ー

ト
を
進
め
て
い
く
。

産
業
基
盤
整
備
に
向
け
て

Ｑ　

新
工
業
団
地
の
考
え
は
。

Ａ　

 

新
た
な
団
地
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
北
上
工

業
団
地
約
16 

ha
の
拡
張

整
備
と
、
北
上
北
部
産

業
業
務
団
地
約
32 

ha
の

整
備
を
新
規
に
進
め
て

い
る
。
10
年
先
を
見
据

代表質問者

阿
あ べ

部 眞
ま き お

希男 議員

え
て
新
た
な
工
業
団
地

整
備
は
必
要
と
考
え
る

が
、
適
地
の
選
定
に
つ

い
て
川

か
わ
ひ
が
し東

地
区
を
含
め
、

選
択
肢
を
広
く
持
っ
て

検
討
を
進
め
る
。

大
学
設
置
構
想
は

Ｑ　

設
置
の
場
合
の
流
れ
は
。

Ａ　

 

設
置
を
進
め
る
と
し
た

場
合
、
大
学
の
有
識
者
、

教
育
関
係
者
な
ど
で
構

成
す
る
基
本
構
想
策
定

委
員
会
を
設
置
し
、
基

本
理
念
、
学
部
、
規

模
、
用
地
選
定
な
ど
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
。

そ
の
後
、
認
可
に
必
要

な
基
本
計
画
を
ま
と
め
、

認
可
を
申
請
。
最
短
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
令
和
10

年
度
の
開
学
が
想
定
さ

れ
る
。

北新ネット

その他所属議員

武
たけだ

田 勝
まさる

 議員

関連質問者

小
おばら

原 敏
としみち

道 議員

関連質問者

小
こ だ し ま

田島 德
とくゆき

幸 議員

代表質問者

菊
きくち

池 勝
まさる

 議員

新清会

代表質問

＊
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
…
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ(

計
画)

・
Ｄ
ｏ
（
実
行
）
・
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ

（
評
価
）
・
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
改
善
）
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
継
続
的

に
改
善
し
て
い
く
手
法
。

ユーチューブ▷
「新清会」

ユーチューブ▷
「北新ネット」



9　　きたかみ市議会だより　第 129 号（令和５年４月 28 日）

子
育
て
施
策
の
充
実
を

Ｑ　

 

保
育
の
充
実
の
た
め
、

保
育
士
配
置
基
準
を
見

直
す
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　

 

国
の
配
置
基
準
見
直
し

の
動
向
を
注
視
し
、
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。

Ｑ　

 

県
の
子
育
て
応
援
新
規

事
業
実
施
の
考
え
は
。

Ａ　

 

県
の
事
業
を
活
用
し
、

第
２
子
以
降
で
３
歳
未

満
の
子
ど
も
の
保
育
料

無
償
化
と
在
宅
育
児
支

援
金
の
支
給
を
実
施
す

る
。

大
学
等
高
等
教
育
機
関
の
設

置
検
討
は

Ｑ　

 

大
学
等
設
置
に
関
す
る

企
業
調
査
の
結
果
は
。

Ａ　

 

大
学
卒
業
者
の
需
要
が

高
い
こ
と
と
、
幅
広
い

知
見
を
持
っ
た
人
材
や

生
産
活
動
を
支
え
る
デ

ジ
タ
ル
人
材
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

Ｑ　

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ア
カ

デ
ミ
ー
と
の
関
係
は
。

Ａ　

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ア
カ

デ
ミ
ー
と
の
連
携
や
機

能
整
理
の
議
論
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

Ｑ　

 

平
成
15
年
の
行
財
政
改

革
緊
急
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

行
わ
れ
た
補
助
金
削
減

や
職
員
の
削
減
を
、
そ

れ
以
前
の
水
準
に
戻
す

検
討
は
ど
う
か
。

Ａ　

 

補
助
金
見
直
し
と
職
員

数
の
見
直
し
は
、
恒
常

的
な
行
財
政
構
造
改
革

の
一
環
で
行
っ
た
も
の
。

今
後
も
適
正
化
を
図
っ

て
い
く
。

代表質問者

平
ひらの

野 明
あきのり

紀 議員

学
校
施
設
整
備
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
の
あ
り
方
は

Ｑ　

 

北
上
中
学
校
建
設
工
事

設
計
業
務
に
か
か
る
評

価
と
課
題
は
。

Ａ　

 

新
し
い
時
代
の
学
び
の

実
現
に
向
け
、
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
実
施
。

各
委
員
が
評
価
・
点
数

化
し
、
最
上
位
の
提
案

者
を
契
約
候
補
者
に
決

定
し
た
。
課
題
は
、
設

計
段
階
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
開
催
手
法
。

Ｑ　

 

高
床
式
の
コ
ス
ト
試

算
を
市
は
６
・
４
億
円
、

提
案
し
た
次
点
の
設
計

サ
イ
ド
は
１
・
８
億
円
。

試
算
に
差
が
あ
り
す
ぎ

る
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ　

 

あ
く
ま
で
も
市
の
試
算

で
あ
る
。

北上まほろば
クラブ

関連質問者

梅
うめき

木 忍
しのぶ

 議員

関連質問者

三
みやけ

宅 靖
やすし

 議員

財
政
力
を
市
民
負
担
軽
減
に

Ｑ　

 

不
交
付
団
体
と
な
る
こ

と
に
よ
り
財
政
と
市
民

生
活
へ
の
影
響
は
。

Ａ　

 

税
収
が
増
額
す
る
場
合

は
よ
り
財
源
活
用
が
可

能
と
な
り
、
課
題
解
消

や
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

が
で
き
る
。

Ｑ　

 

中
小
企
業
の
賃
金
が
上

が
ら
ず
超
過
債
務
を
か

か
え
る
現
状
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。
ま
た
、

農
業
者
へ
の
支
援
は
。

Ａ　

 

中
小
企
業
は
運
転
資
金

の
確
保
が
必
要
と
な
っ

て
お
り
、
融
資
返
済
は

厳
し
い
と
想
定
さ
れ
る
。

農
業
者
へ
は
、
肥
料
代

や
燃
料
代
、
苗
代
の
支

援
、
畜
産
農
家
へ
は
飼

養
頭
数
に
応
じ
た
支
援

を
行
っ
た
。

地
域
の
生
活
機
能
整
備
を

Ｑ　

 

地
域
の
生
活
機
能
は
医

療
や
福
祉
、
商
店
な
ど

が
あ
り
、
地
域
で
生
活

で
き
る
こ
と
だ
。
モ
バ

イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
そ

の
機
能
を
果
た
せ
る
か
。

Ａ　

 

モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
医
療
機
関
が
な
い
地

域
に
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

届
け
る
も
の
で
、
地
域

拠
点
形
成
に
資
す
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

時
の
市
民
へ
の
説
明
は

Ｑ　

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
は
個
人
の
任
意

で
あ
る
。
安
全
性
な
ど

市
民
へ
の
説
明
は
。

Ａ　

 

カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
て

い
る
Ⅰ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は

税
や
年
金
な
ど
の
情
報

は
記
録
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
周
知
し
て
い
る
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
家

庭
ご
み
袋
の
手
数
料
廃
止
を

Ｑ　

 

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り

家
計
負
担
は
大
変
だ
。

子
育
て
支
援
の
観
点
か

ら
も
学
校
給
食
費
を
無

償
化
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

 

食
材
費
は
、
学
用
品
費

と
同
様
に
個
人
が
消
費

す
る
も
の
で
あ
り
無
償

化
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ　

 

ご
み
袋
40
リ
ッ
ト
ル
１

枚
の
原
価
は
。
手
数
料

化
は
ご
み
減
量
や
公
平

性
か
ら
も
効
果
は
薄
れ

て
お
り
廃
止
す
べ
き
。

Ａ　

 

原
価
は
1
枚
15
円
。
手

数
料
化
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
な
ど
が
多
い
当
市
に

は
適
し
た
方
法
で
あ
る
。

その他所属議員

髙
たかはし

橋 久
く み こ

美子 議員

安
あんとく

德 壽
す み こ

美子 議員

代表質問者

鈴
すずき

木 健
けんじろう

二郎 議員

日本共産党
北上市議団

代表質問

ユーチューブ▷
「北上まほろば   

 クラブ」

ユーチューブ▷
「日本共産党

 北上市議団」
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固
定
資
産
税
（
家
屋
）
の
誤

賦
課
是
正
を
直
ぐ
に
し
な
か

っ
た
理
由
は

Ｑ　

 

「
誤
賦
課
」
は
判
明
後

速
や
か
に
是
正
す
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た

か
。
平
成
23
年
～
24
年
、

職
場
で
発
覚
し
た
時

点
。
平
成
28
年
７
月
１

日
、
職
員
か
ら
公
益
通

報
が
あ
っ
た
時
点
。
平

成
31
年
１
月
４
日
、
私

が
書
面
で
是
正
申
し
入

れ
し
た
時
点
。
平
成
31

年
３
月
議
会
で
指
摘
し

た
時
点
。
平
成
31
年
５

月
、
市
長
に
直
接
伝
え

た
時
点
。
い
ず
れ
か
の

時
点
で
対
応
で
き
た
は

ず
で
あ
る
。
ど
の
よ
う

に
総
括
し
て
い
る
か
。

Ａ　

 

平
成
20
年
以
前
建
築
の

家
屋
に
つ
い
て
従
来
の

課
税
方
式
を
継
続
す
る

当
時
の
判
断
は
、
課
税

の
安
定
性
と
継
続
性
、

地
方
税
法
上
の
妥
当
性

な
ど
を
検
討
し
た
結
果

に
基
づ
く
合
理
的
判
断

で
あ
り
、
他
に
選
択
肢

は
な
か
っ
た
。
適
正
な

時
価
を
求
め
る
に
当
た

り
、
評
価
基
準
の
適
用

を
外
れ
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
必
ず
し
も
違
法

と
は
な
ら
な
い
判
例
な

ど
も
あ
る
。

Ｑ　

 

地
方
税
法
４
０
３
条
に

「
市
町
村
長
は
第
３
８

８
条
の
固
定
資
産
評
価

基
準
に
よ
っ
て
、
固
定

資
産
の
価
格
を
決
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
あ
る
が
、
見
解
は
。

Ａ　

 

議
員
の
ご
指
摘
の
と
お

り
と
承
知
し
て
い
る
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主

任
児
童
委
員
の
関
わ
り
は

Ｑ　

 

主
任
児
童
委
員
の
選
定

方
法
と
職
務
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

 

児
童
委
員
の
中
か
ら
主

任
児
童
委
員
を
指
名
す

る
制
度
と
な
っ
て
お
り
、

職
務
は
、
児
童
の
福
祉

に
関
す
る
機
関
と
地
域

の
児
童
委
員
と
の
連
絡

調
整
、
児
童
委
員
の
活

動
に
対
す
る
援
助
お
よ

び
協
力
を
行
な
う
。

Ｑ　

 

主
任
児
童
委
員
の
立
場

や
役
割
な
ど
を
民
生
児

童
委
員
協
議
会
会
則
に

明
記
す
べ
き
で
な
い
か
。

Ａ　

 

主
任
児
童
委
員
の
立
場

や
職
務
は
法
律
に
は
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
会

則
に
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
支
障
が
あ
る
と
す
れ

ば
解
消
し
な
け
れ
は
な

ら
な
い
問
題
と
考
え
る
。

モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
実
証

実
験
結
果
は

Ｑ　

 

検
討
課
題
と
今
後
の
進

め
方
は
。

Ａ　

 

患
者
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン

服
薬
指
導
の
導
入
の
検

討
を
進
め
る
他
、
患
者

情
報
共
有
の
電
子
化
に

よ
り
、
情
報
伝
達
手
段

の
効
率
化
と
事
務
負
担

軽
減
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
医
療
機
関
や

薬
局
な
ど
の
関
係
者
と

の
協
議
の
場
を
設
け
、

本
格
実
施
に
向
け
て
検

討
す
る
。

消
防
団
員
確
保
の
施
策
を

Ｑ　

 

全
国
的
に
も
増
加
が
見

ら
れ
る
女
性
消
防
団
員

の
入
団
促
進
を
図
っ
て

は
ど
う
か
。

Ａ　

 

性
別
関
わ
ら
ず
多
く
の

人
に
入
団
促
進
を
図
っ

て
い
る
。

Ｑ　

 

機
能
別
消
防
団
員
（
＊
）

制
度
を
導
入
し
て
は
。

Ａ　

 

機
能
別
消
防
団
員
の
活

動
は
自
治
体
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

団
員
確
保
の
観
点
か
ら

消
防
団
と
協
議
し
て
い

く
。

男
女
共
同
参
画
・
多
様
性
社

会
の
推
進
を

Ｑ　

 

サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
の

組
織
化
と
し
て
仮
称

「
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
す
る
考

え
は
な
い
か
。

Ａ　

 

令
和
３
年
度
に
サ
ポ
ー

タ
ー
か
ら
提
案
が
あ
っ

た
が
、
時
期
尚
早
と
し

た
。
改
め
て
市
と
サ

ポ
ー
タ
ー
と
の
協
働
の

取
り
組
み
を
積
み
重
ね

な
が
ら
必
要
性
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

 

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

対
す
る
施
策
の
検
討
状

況
は
。

Ａ　

 

市
が
取
り
扱
う
各
種
様

式
に
つ
い
て
、
性
別
記

載
欄
の
削
除
や
記
載
方

法
な
ど
の
見
直
し
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。

高
たかはし

橋 孝
こ う じ

二 議員

ユーチューブ

「高橋議員」

藤
ふじわら

原 常
つ ね お

雄 議員

ユーチューブ

「藤原議員」

梅
う め き

木 忍
しのぶ

 議員

ユーチューブ

「梅木議員」

自称『消防女子』
Ⅰ　ＬＯＶＥ♡消
防団

公益通報の不公表
は「担当者の失念」
に

民生委員・児童委
員、主任児童委員
ご苦労さまです

＊
機
能
別
消
防
団
員
…
大
規
模
災
害
団
員
や
火
災
予
防
な
ど
の
広
報
活
動
団
員

な
ど
、
能
力
や
事
情
に
応
じ
て
特
定
の
活
動
に
の
み
参
加
す
る
消
防
団
員
。

出
典
：
消
防
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

出
典
：
消
防
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（（http://www.fdma.go.jp/
http://www.fdma.go.jp/

））

一般質問
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無
医
地
区
へ
の
診
療
所
設
置

に
向
け
た
取
り
組
み
は

Ｑ　

 

国
に
無
医
地
区
の
実
態

調
査
を
報
告
す
れ
ば
、

へ
き
地
医
療
対
策
費
補

助
金
の
申
請
が
で
き
る

の
で
は
。

Ａ　

 

更
木
、
黒
岩
、
口
内
、

岩
崎
の
４
地
区
が
該
当

し
、
県
に
報
告
し
た
。

Ｑ　

 

認
定
後
、
ど
ん
な
支
援

が
受
け
ら
れ
る
の
か
。

Ａ　

 

拠
点
病
院
が
行
う
巡
回

診
療
、
医
師
派
遣
の
他
、

診
療
所
の
設
置
、
巡
回

診
療
車
な
ど
へ
の
支
援

が
あ
る
。

18
歳
の
自
衛
隊
へ
の
個
人
情

報
提
供
の
除
外
申
請
は

Ｑ　

 

一
人
一
人
へ
の
周
知
と

除
外
申
請
書
類
を
届
け

る
こ
と
が
前
提
で
は
。

Ａ　
 

周
知
は
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
除

外
申
請
期
間
内
の
受
け

付
け
を
考
え
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の
子
ど
も

均
等
割
減
免
の
拡
大
を

Ｑ　

 

減
免
を
未
就
学
児
に
限

定
せ
ず
、
独
自
に
対
象

年
齢
を
引
き
上
げ
る
考

え
は
。

Ａ　

 

軽
減
の
対
象
年
齢
、
軽

減
割
合
の
拡
大
、
制
度

拡
充
を
国
に
要
望
す
る
。

子
ど
も
医
療
費
完
全
無
償
化

の
対
象
年
齢
の
拡
大
を

Ｑ　

 

中
高
生
の
給
付
医
療
費

は
少
な
い
。
対
象
年
齢

の
拡
大
が
可
能
で
は
。

Ａ　

 

引
続
き
全
国
市
長
会
を

通
じ
て
一
律
の
保
障
制

度
の
創
設
を
要
望
す
る
。

髙
たかはし

橋 久
く み こ

美子 議員

ユーチューブ

「髙橋議員」

子どもも安心して
住み続けられる地
域医療の充実を

地
域
公
共
交
通
の
課
題
・
問

題
点
は
何
か

Ｑ　

 

公
共
交
通
の
課
題
は
何

か
。

Ａ　

 

利
用
者
数
の
減
少
、
運

転
手
不
足
に
よ
る
路
線

バ
ス
の
減
便
な
ど
厳
し

い
状
況
の
中
、
今
あ
る

公
共
交
通
を
い
か
に
維

持
し
確
保
す
る
か
が
課

題
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

 

お
に
丸
号
を
、
煤
孫
・

岩
崎
新
田
・
岩
崎
２
区

を
通
る
よ
う
に
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

Ａ　

 

地
域
で
の
意
見
聴
取
を

実
施
し
、
想
定
利
用
者

数
を
把
握
し
な
が
ら
、

実
現
可
能
か
を
考
え
て

い
く
こ
と
は
大
事
で
あ

る
。
意
見
を
参
考
に
し
、

全
体
の
利
便
性
を
考
え

て
い
く
。

地
域
づ
く
り
の
課
題
は
何
か

Ｑ　

 

地
域
づ
く
り
組
織
職
員

の
人
件
費
を
上
げ
る
考

え
は
あ
る
か
。

Ａ　

 

地
域
づ
く
り
組
織
は
独

立
し
た
組
織
で
、
限
ら

れ
た
財
源
・
資
源
を
有

効
に
生
か
し
て
進
め
て

ほ
し
い
。

一
次
避
難
所
と
二
次
避
難
所

の
連
携
は

Ｑ　

 

二
次
避
難
所
の
開
設
訓

練
を
実
施
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

Ａ　
 

令
和
５
年
度
は
、
二
次

避
難
所
の
開
設
訓
練
も

行
う
。

Ｑ　

 

公
民
館
や
集
会
所
と
一

次
避
難
所
と
の
連
携
は
。

Ａ　

 

主
体
と
な
る
自
主
防
災

組
織
と
の
連
携
を
進
め

て
い
く
。 居

い こ ま

駒 勉
つとむ

 議員

ユーチューブ

「居駒議員」

おに丸号の利便性
を向上させ、市民
の足とすべき！

多
様
性
を
認
め
る
社
会
推
進

の
取
り
組
み
を

Ｑ　

 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
（
＊
）
を
導
入
す
る

べ
き
で
は
。

Ａ　

 

導
入
に
向
け
て
検
討
し

て
い
く
。

Ｑ　

 

人
権
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

視
点
に
立
っ
て
子
ど
も

若
者
の
発
達
年
齢
に
適

し
た
知
識
、
態
度
、
ス

キ
ル
の
獲
得
を
可
能
に

す
る「
包
括
的
性
教
育
」

を
乳
幼
児
期
、
学
校
教

育
現
場
で
進
め
て
い
く

べ
き
で
は
。

Ａ　

 

「
包
括
的
性
教
育
」
は

国
際
的
な
指
針
に
も

な
っ
て
い
る
が
、
学
習

指
導
要
領
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
が
前
提
と
な
り

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

全
て
の
子
ど
も
の
い
の
ち
と

権
利
の
保
障
を

Ｑ　

 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実

態
把
握
と
支
援
の
取
り

組
み
は
。

Ａ　

 

令
和
４
年
10
月
の
実
態

調
査
で
は
、
家
族
の
ケ

ア
を
し
て
い
る
子
ど

も
は
２
４
０
人
、
５･

８
％
い
る
。
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
拠
点
と
な
り
、
関
係

機
関
と
連
携
し
各
方
面

か
ら
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

Ｑ　

 

子
ど
も
の
虐
待
防
止
と

家
庭
の
生
活
状
況
改
善

へ
の
体
制
強
化
を
。

Ａ　

 

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

と
同
様
の
機
能
を
設
置

し
、
規
定
の
職
員
配
置

で
対
応
し
て
い
る
。

安
あんとく

德 壽
す み こ

美子 議員

ユーチューブ

「安德議員」

個人が尊重され自
分らしく生きられ
る仕組みづくりを

一般質問

＊
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
…
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
結
婚
に
相
当
す
る
関
係
と
認

め
る
制
度
。
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手
ぶ
ら
登
園
、
お
む
つ
回
収

処
理
器
設
置
推
進
は

Ｑ　

 

保
育
所
な
ど
で
の
使
用

済
み
お
む
つ
の
回
収
は
。

Ａ　

 

16
施
設
中
、
14
施
設
が

施
設
側
で
回
収
。
使
用

済
み
お
む
つ
保
管
庫
の

設
置
補
助
の
要
望
が
あ

り
、
実
施
に
向
け
予
算

化
を
検
討
す
る
。

Ｑ　

 

お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク

（
＊
１
）
推
進
は
。

Ａ　

 

施
設
が
導
入
す
る
サ
ー

ビ
ス
に
よ
っ
て
、
使
用

で
き
る
お
む
つ
の
種
類

が
限
定
さ
れ
る
。
今
後
、

ニ
ー
ズ
の
有
無
を
把
握

す
る
。

Ｑ　

 

公
共
施
設
に
お
む
つ
回

収
処
理
器
設
置
は
。

Ａ　

 

ｈ
ｏ
Ｋ
ｋ
ｏ
な
ど
、
必

要
性
が
高
い
施
設
に
順

次
設
置
を
進
め
る
。

学
校
で
の
て
ん
か
ん
発
作
時

の
ブ
コ
ラ
ム
投
与
は

Ｑ　

 
教
職
員
に
対
す
る
口
腔

用
液
ブ
コ
ラ
ム
（
＊
２
）

に
つ
い
て
の
研
修
は
。

Ａ　

 

て
ん
か
ん
発
作
時
の
対

応
に
つ
い
て
、
各
学
校

で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

研
修
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
る
よ
う
対
応
す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
の

推
進
策
は

Ｑ　

今
後
の
活
用
推
進
策
は
。

Ａ　

 

活
用
が
進
ん
で
い
る
実

践
例
な
ど
共
有
し
、
取

組
み
を
広
め
る
。
知

識
・
技
能
の
習
得
に
お

い
て
、
苦
手
な
内
容
な

ど
を
学
び
直
す
こ
と
が

で
き
る
ア
プ
リ
の
導
入

に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
導
入
を

Ｑ　

 

Ｇ
７
で
、
日
本
が
唯
一

同
性
婚
を
認
め
て
い
な

い
。
国
の
遅
れ
を
自
治

体
で
カ
バ
ー
す
る
た
め
、

県
内
で
も
一
関
市
に
続

き
、
盛
岡
市
が
今
年
導

入
予
定
。
当
市
が
条
例

を
掲
げ
な
が
ら
導
入
し

な
い
理
由
は
。

Ａ　

 

制
度
の
内
容
を
精
査
す

る
必
要
が
あ
り
、
導
入

の
方
向
で
推
進
委
員
会

の
協
議
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　

 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
フ
レ
ン
ド

リ
ー
企
業
（
＊
１
）
登

録
制
度
導
入
の
考
え
は
。

Ａ　

調
査
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ　

 

市
長
は
、
同
性
婚
や
事

実
婚
を
認
め
な
い
国
の

現
状
を
差
別
に
値
す
る

と
認
識
し
て
い
る
か
。

Ａ　

差
別
と
認
識
し
て
い
る
。

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
設
置
で

子
ど
も
施
策
の
再
構
築
を

Ｑ　

 

毎
年
５
０
０
人
も
の
子

ど
も
が
自
殺
す
る
日
本

で
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か

社
会
」
を
柱
に
こ
ど
も

家
庭
庁
が
発
足
す
る
。

こ
れ
を
機
に
、
北
上
の

子
ど
も
た
ち
を
本
気
で

幸
せ
に
す
る
事
業
を
打

ち
出
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

 

今
後
の
国
の
動
向
を
注

視
し
て
、
考
え
て
い
く
。

Ｑ　

 

国
が
子
ど
も
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ナ
ー
（
＊
２
）
を

設
置
し
な
か
っ
た
こ
と

が
課
題
。
市
町
村
単
位

で
の
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ

ン
を
設
置
す
る
考
え
は
。

Ａ　

今
後
、
研
究
し
て
い
く
。

小
お ば ら

原 享
きょうこ

子 議員

ユーチューブ

「小原議員」

星
ほし

 敦
あ つ こ

子 議員

ユーチューブ

「星議員」

固定観念が強い世
の中は、みんなが
生きづらい

大きく育て！未来
を拓く子どもたち

地
域
の
情
報
発
信
の
要
、
回

覧
板
の
デ
ジ
タ
ル
化
は

Ｑ　

 

回
覧
板
を
使
う
地
域
情

報
発
信
の
課
題
点
は
。

Ａ　

 

市
は
地
域
へ
の
文
書
配

布
の
負
担
軽
減
と
情
報

提
供
の
限
界
か
ら
令
和

３
年
度
よ
り
回
覧
文
書

を
廃
止
し
、
課
題
の
抽

出
は
行
っ
て
い
な
い
。

Ｑ　

 

地
域
情
報
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
見
据
え
た
電
子
回

覧
板
な
ど
、
取
り
組
み

の
考
え
は
。

Ａ　

 

地
域
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化

へ
の
支
援
に
つ
い
て
相

談
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
先
進
事
例
の
紹
介

を
行
う
な
ど
、
適
切
に

対
応
す
る
。

消
防
団
の
Ｄ
Ｘ
や
業
務
効
率

化
支
援
は

Ｑ　

 

消
防
団
員
へ
の
連
絡
や

情
報
共
有
、
出
動
実
績

の
管
理
運
営
は
。

Ａ　

 

災
害
出
動
は
指
令
セ
ン

タ
ー
か
ら
メ
ー
ル
で
情

報
が
送
ら
れ
、
部
ご
と

に
出
動
実
績
を
紙
の
報

告
書
で
提
出
し
て
い
る
。

Ｑ　

 

Ｄ
Ｘ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活

用
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
に
よ
る
情
報
の

一
元
化
や
シ
ス
テ
ム
の

活
用
に
よ
る
消
防
団
の

運
用
の
考
え
は
。

Ａ　

 

今
後
、
紙
の
報
告
書
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
、
情
報

共
有
に
は
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
活

用
の
準
備
を
し
て
い

る
。
他
市
の
消
防
団
が

有
効
的
な
ア
プ
リ
を
導

入
し
て
い
る
こ
と
か
ら

比
較
検
討
も
行
う
。

熊
くまがい

谷 浩
こ う き

紀 議員

ユーチューブ

「熊谷議員」

回覧板を見る機会
がなんか減ったね

＊
１
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
…
定
額
料
金
で
、
サ
イ
ズ
、
枚
数
に
関
係
な
く
何
枚

で
も
使
い
放
題
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
。

＊
２
子
ど
も
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
…
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
機
関
。

＊
１
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
企
業
…
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
や
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
企
業
。

一般質問
＊
２
口
腔
用
液
ブ
コ
ラ
ム
…
て
ん
か
ん
の
け
い
れ
ん
発
作
の
症
状
を
抑
え
る
薬
。
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困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
の
早
期
支
援

～
教
育
福
祉
の
視
点
か
ら
～

　

岩
手
県
立

大
学
社
会
福

祉
学
部
の
櫻

幸
恵
准
教
授

を
招
い
て
研

修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

櫻
氏
は
、
子
ど
も
が
抱
え
る
見
え
な
い

困
難
と
し
て
、
貧
困
、
虐
待
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー(

家
事
な
ど

を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
子
ど
も)

、
そ

し
て
権
利
侵
害
を
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
困
難
を
、
大
人
が
気
づ
い
て
「
見
え

る
化
」
し
、
相
談
に
応
じ
る
支
援
の
仕
組

み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
、
教
育

と
福
祉
が
連
携
す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
①
子
ど
も
の
目
線
で
連
携
す
る

②
子
ど
も
が
相
談
し
や
す
い
場
所
で
相
談

を
受
け
る
③
身
近
な
支
援
者
が
目
を
配
る

④
気
に
な
る
子
ど
も
が
い
た
ら
ど
こ
に
相

談
す
る
か
を
決
め
る
⑤
地
域
の
大
人
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
と
い
っ
た
、
地

域
が
協
働
し
た
子
ど
も
包
括
支
援
の
必
要

性
を
学
び
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
社
会
を
創
る
～
企
業
が
取
り

組
む
社
会
課
題
の
解
決
と
未
来
像
～

　

市
内
の
「
北
良(

株)

」
代
表
取
締
役
の

笠
井
健
氏
を
招
い
て
、
金
ケ
崎
町
議
会
と

奥
州
市
議
会
と
の
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
社
は
東
日
本
大
震
災
で
医
療
用
酸
素

ボ
ン
ベ
の
供
給
、
酸
素
ボ
ン
ベ
を
使
用
す

る
在
宅
患
者
の
安
否
確
認
な
ど
を
対
応
し

た
教
訓
か
ら
、
災
害
に
強
い
社
会
づ
く
り

と
し
て
「
医
療
と
防
災
の
ヒ
ト
づ
く
り
×

モ
ノ
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー

ト
。
在
宅
医
療
の
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
の

開
発
、
断
水
し
た
状
況
で
も
衛
生
的
な
避

難
生
活
を
送
る
た
め
限
ら
れ
た
水
を
再
利

用
し
て
活
用
す
る
手
洗
い
機
や
シ
ャ
ワ
ー

の
導
入
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
避
難
所
モ
デ

ル
開
設
訓
練
な
ど
の
事
例
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

上
かんばやし

林　大
た い き

起　さん　３年
（傍聴時２年）

嶋
し ま の

野　未
み く

来　さん　２年
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　自分が住んでいる北上市に関する課題や、それ

に対する解決への熱い思いを知ることができて興

味が深くなりました。傍聴を終えてから、北上市

と他の市町村の福祉の差について関心が高まりま

した。

　北上市の家庭用ごみ袋の価格に手数料が加算さ

れていることを知り、他市町村の価格とも比較し

てみました。処理費用負担には納得できますが、

東北最高レベルの手数料ということには考えさせ

られます。

　議員さんが制限時間いっぱいまで質問を繰り返

しており、それだけ北上市の今後について考慮す

るべきことがあるのだろうと思いました。出生率

の低下と少子高齢化についての市の舵
かじ

取りに興味

を持ちました。

　質問内容はとても興味深くネットでも情報が得

られるとのことだったので、もっと調べてみよう

と思いました。中小企業の現在の状況・少子高齢

化の進行度・マイナンバーカードの意義が気にな

りました。

議会を傍聴してみての

感想を教えてください。　専修大学北上高等学校の生徒が３月通常会議

の傍聴にいらっしゃいました。
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専修大学北上高等学校
の生徒にインタビュー

排水を浄化して再利用する簡易シャワー他、

各種製品の展示もしていただきました
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１月５日　広聴委員会

　　10日　広報委員会

　　11日　議会運営委員会

　　10日～12日　広聴委員会行政視察

　　13日　第282回１月臨時会議、総務常任委員会、

　　　　　教育民生常任委員会、産業建設常任委員会

　　18日　議会全員協議会

　　19日　教育民生常任委員会行政視察

　　21日　北上市体育協会との交流会

　　23日　議会運営委員会

　　23日～24日　広報委員会行政視察

　　24日　議会運営委員会行政視察（オンライン）

　　25日　金ケ崎町議会と奥州市議会との研修会

　　　　　（→Ｐ13）、議会改革推進会議

　　26日　第283回１月臨時会議（→Ｐ３）

　　　　　各派代表者会、議会全員協議会

　　27日　教育民生常任委員会行政視察、

　　　　　花巻市議会との交流会

　　29日　産業建設常任委員会（北上市拠点形成プロ

　　　　　ジェクト ～都市再生シンポジウム～）

　　30日～31日　議会運営委員会行政視察

２月１日　産業建設常任委員会

　　２日～３日　総務常任委員会行政視察

　　６日　広報委員会

　　７日　議員研修会（→Ｐ13）

　　　　　一部事務組合議会等の議会報告会

　　９日　議会改革推進会議

　　16日　議会全員協議会、教育民生常任委員会、

　　　　　産業建設常任委員会

　　17日　議会改革推進会議

　　24日　各派代表者会

　　27日　議会運営委員会、広報委員会、

　　　　　議会改革推進会議

　　28日　予算概要説明会、

　　　　　新型コロナウイルス感染症対策会議

３月２日～24日　第284回３月通常会議（→Ｐ２）

　　　　　　　　《本会議の傍聴者数は41人でした》

　　２日　予算特別委員会、広聴委員会

　　６日　議会全員協議会

　　６日～８日　予算特別委員会分科会

　　　　　　　　（→Ｐ５、６）

　　９日　総務常任委員会、教育民生常任委員会、

　　　　　産業建設常任委員会

　　10日　議会全員協議会

　　14日　各派代表者会

　　16日　議会全員協議会、議会改革推進会議、

　　　　　各派代表者会

　　20日　予算特別委員会、議会全員協議会

　　22日　議会運営委員会

　　23日　議会改革推進会議

　　24日　議会全員協議会、教育民生常任委員会

　　27日　議会運営委員会
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一 般 質 問

最終日

６月通常会議の日程
－議会を傍聴しませんか－

初日

代 表 質 問

　代表質問は午前９時30分から、その他は午前10時か

ら開催予定です。中学生以上であれば誰でも傍聴でき

ます。

※ 傍聴する際は、議会事務局で受付をお願いします。

　北上市議会では、会派または会派に属さない議員個

人に、１人当たり月額２万円の政務活動費が支給され

ています。令和４年度の支出状況等は次のとおりです。

使途に関する収支報告書、領収書、活動

報告書などの詳しい資料は、６月１日か

ら市議会のホームページで閲覧すること

ができます。

　市民の皆さんにとって、北上市議会が今まで以上

に身近なものとなるよう、令和５年３月通常会議か

らユーチューブでライブ配信を開始しました。

　また、これまでと同様に録画配信もしており、本

会議をいつでもご覧いただくことができます。ぜひ

ご視聴ください。

ユーチューブ ライブ配信
始まりました

令和４年度政務活動費の支出状況

会派名 /議員名 交付額 支出額 返還額

北政会（5人） 1,200,000 271,408 928,592

新清会（5人） 1,200,000 649,015 550,985

北新ネット（4人） 1,060,000 628,779 431,221

北上まほろば
クラブ（3人）

720,000 519,310 200,690

日本共産党
北上市議団（3人）

720,000 561,642 158,358

司東　道雄 240,000 50,000 190,000

熊谷　浩紀 240,000 117,025 122,975

小原　享子 240,000 131,980 108,020

星　敦子 240,000 240,000 0

八重樫　七郎 240,000 50,000 190,000

（単位 ： 円）

▲ユーチューブ

常任委員会

※

議会ホームページか

らもユーチューブに

アクセスできます。

※８月に北新ネットの会派議員が５人から４人に減ったことに伴い、 減額

　 されています。

▲ホームページ


